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（平成 28 年）

第 132 号

今月の主な内容

今月の表紙
11月３日、文化の日に「第11回きみのこども
まつり」が開かれました。ミニ列車、陶芸教室、
もちつきにひこうき作り等たくさんのコーナー
があり、会場は子どもたちの笑顔でいっぱいで
した。【５面に関連記事】
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期
間　

12
月
１
日
（
木
）
～
10
日
（
土
）

平
成
28
年
度
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

シ
ニ
ア
の
部
最
優
秀
作

『
危
な
い
な　

自
分
か
っ
て
な　

そ
の
運
転　

ス
マ
ホ　

ケ
イ
タ
イ　

二
人
乗
り
』

運
動
重
点

　

⑴
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

⑵
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

⑶
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止
（
特
に
、
反
射
材

用
品
等
の
着
用
の
推
進
及
び
自
転
車
前
照

灯
の
点
灯
の
徹
底
）

　

⑷
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

政
府
で
は
、
17
人
の
日
本
人
を
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
被
害
者
と
認
定
し
て
い
ま
す
。

拉
致
問
題
な
ど
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
は
、
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
り
、
警
察
で
は
拉
致
に
関
与
し

た
北
朝
鮮
工
作
員
や
「
よ
ど
号
」
犯
人
等
に

つ
い
て
国
際
手
配
を
行
う
な
ど
所
要
の
措
置

を
講
じ
て
い
ま
す
。

県
警
察
と
し
て
も
、
拉
致
の
可
能
性
を
排

除
で
き
な
い
事
案
の
捜
査
・
調
査
等
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

海
南
警
察
署

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０

平
成
28
年
10
月
23
日
に
下
佐
々
地
区
に
お
い

て
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
約
１
６
０
人
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
普
通
救
命
講

習
、
消
火
器
操
作
訓
練
、
災
害
食
調
理
訓
練
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
防
災
資
機
材
の
展
示
や
昭
和

28
年
紀
州
大
水
害
の
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
消
防
団
第

１
分
団
に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん

熱
心
に
防
災
に
つ
い
て
学
ば
れ
ま
し
た
。

下
佐
々
地
区
で
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
！

12
月
10
日
～
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

わ
か
や
ま
冬
の
交
通
安
全
運
動

の
お
知
ら
せ

『
妊
産
婦
の
健
康
改
善
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

ジ
ョ
イ
セ
フ
視
察
団
　
来
町
‼

母
子
保
健
活
動
を
視
察

思春期講座にて赤ちゃんのお世話体験を見学

防災訓練の様子消火器操作訓練

コアラ教室にて

11
月
１
日
、
リ
ベ
リ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ジ
ン
バ
ブ
エ

の
５
か
国
12
人
の
母
子
保
健
関
係
者
が
本
町

を
訪
れ
、
母
子
保
健
の
活
動
を
学
ば
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
公
益
財
団
法
人
ジ
ョ
イ
セ
フ
が

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
委
託
に
よ
り
、
開
発
途
上
国
の
母
子
保
健

関
係
者
に
日
本
の
母
子
保
健
分
野
の
取
り
組

み
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
妊
産
婦
の
健
康
改

善
に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の

で
す
。

研
修
員
の
皆
さ
ん
は
役
場
本
庁
に
て
寺
本

町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
町
長
か
ら
の
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
や
研
修
員
か
ら
の
自
己
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
き
み
の
こ
ど
も
園
内
に
あ
る
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
コ
ア
ラ
教
室
」
や

野
上
中
学
校
で
の
「
思
春
期
講
座
」
の
授
業

を
見
学
さ
れ
、
最
後
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
母
子
保
健
推
進
員
活
動
報
告
を
熱
心
に
聴

か
れ
た
後
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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　当看護学校は、平成19年4月に3年課程の看護専門学校
として開校し、今年で10年目を迎えました。
　本校の特色は、公立学校で緑豊かで静かな環境に恵まれ、
交通の利便性もよく、町内はもとより町外からの学生も通
学しています。
　教育課程は、教育目標、社会のニーズ、国家試験に対応
できる構成となっています。講師は、和歌山県立医科大学、
和歌山大学、地域の診療所、国保野上厚生総合病院の先生
方で充実し、解りやすい授業を目指しています。また、授
業や行事を通じて、自主性自律性の精神を大切にし、基礎
学力対策・国家試験対策などの学習支援や生活指導も行っ
ています。
　現在、1学年の定員は40名で、120名の学生が在学して
います。10年を振り返りますと、卒業生254名を輩出する
ことができ、卒業生は県内各病院に勤務しています。
　地域の皆様には、実習等でご協力をいただき、ありがと
うございます。お礼申し上げます。実習での学びは自己の
成長に繋がります。今後も多くの地域の皆様方のお力をお
借りし、看護実践者を育成して参る所存でございます。学生・
教職員共々何卒宜しくお願い申し上げます。

■問い合わせ
　国保野上厚生総合病院附属看護専門学校
　教務主任　石橋　清子
　℡ 073 ‐ 489 ‐ 8500（直通）

「
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い
る
け
れ
ど
個
人

住
民
税
は
徴
収
し
て
い
な
い
。」
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
法
令
等
の
定
め
に
よ
り
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主
（
給

与
支
払
者
）
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
特
別

徴
収
義
務
者
と
し
て
、
全
て
の
従
業
員
に
つ
い

て
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
し
て
い
た
だ
く

義
務
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

法
人
、
個
人
を
問
わ
ず
、
平
成
28
年
中
に
給

与
等
を
支
払
わ
れ
た
方
は
、
す
べ
て
の
従
業
員

に
つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
及
び

個
人
別
明
細
書
）
を
作
成
し
、
関
係
市
町
村
に

提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
（
平
成
28
年
分
）
の
給
与
支
払

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
施
行
に
伴
い
、

法
人
番
号
及
び
個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
と
な

り
ま
す
。（
今
年
度
よ
り
Ａ
5
サ
イ
ズ
の
様
式
に

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。）

給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与
所
得
者
に
と
っ

て
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に
代
わ
る
重
要
な

資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
ご
記
入
の
う

え
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を
し
な

か
っ
た
り
、
虚
偽
の
記
載
を
し
た
事
業
者
（
給

与
支
払
者
）
に
対
し
て
は
罰
則
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
１
年

以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
）

●
提
出
期
限　

平
成
29
年
１
月
31
日

●
提
出
対
象
者

平
成
28
年
中
に
給
与
等
の
支
払
い
を
し
た
す

12
月
26
日
は
固
定
資
産
税
第
３
期
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期
の
納
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
口
座
振
替
で
の
納
税
は

便
利
・
安
心
・
確
実
で
す
】

★
便
利　

次
の
金
融
機
関
に
預
貯
金
口
座
が
あ

る
人
は
、
そ
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
振
替
納
税
が
可
能
で
す
。

　

金
融
機
関
：
紀
陽
銀
行
、
な
が
み
ね
農
業
協

同
組
合
、き
の
く
に
信
用
金
庫
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

★
安
心　

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
、
盗

難
や
紛
失
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。

★
確
実　

納
期
日
に
振
り
替
え
ら
れ
る
の
で
、

納
付
を
忘
れ
て
滞
納
と
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
手
続
き
は
、
前
記
金
融
機
関
窓
口
の
ほ
か
、

役
場
税
務
課
、
美
里
支
所
住
民
室
で
も
可
能

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

税
務
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
は

法
律
に
定
め
ら
れ
た
義
務
で
す
！

平
成
29
年
度
（
平
成
28
年
分
）

給
与
支
払
い
報
告
書
に
つ
い
て

～
町
税
等
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
～

国保野上厚生総合病院だより（職員紹介⑱）
国保野上厚生総合病院附属看護専門学校のご案内

べ
て
の
従
業
員
等
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
、
法
人
役
員
等
を
含
む
）
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
青
色
事
業
専
従
者
へ
の
給
与
（
確
定

申
告
を
し
て
い
る
場
合
も
含
む
）
に
該
当
す

る
場
合
や
、
源
泉
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
提
出
先

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
の
従
業
員
の
住
所

地
（
住
民
税
担
当
課
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
年
の
途
中
で
退
職
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
退
職
時
の
住
所
地
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５
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■下記窓口において、随時相談を受け付けております。お気軽にご相談ください。
　　受付日時　月～金曜日（12月29日～ 1月３日・休日を除く）　８時30分～ 17時15分
　　面談による相談窓口　和歌山地方法務局人権擁護課　　（和歌山市二番丁２番地）
　　電話による相談窓口　子どもの人権１１０番　　　℡ ０１２０ ‐ ００７ ‐ １１０
　　　　　　　　　　　　女性の人権ホットライン　　℡ ０５７０ ‐ ０７０ ‐ ８１０
　　　　　　　　　　　　みんなの人権１１０番　　　℡ ０５７０ ‐ ００３ ‐ １１０
■問い合わせ　住民課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０３

『第68回 人権週間』12月4日（日）～ 10日（土）
みんなで築こう　人権の世紀

～　考えよう 相手の気持ち　未来へつなげよう 違いを認め合う心　～

　12月10日は「人権デー」です。1948年のこの日「世界人権宣言」が国連で採択され、今年で68年目を
迎えました。世界中の全ての人は、みんな同じ人権を持つかけがえのない存在です。それぞれの個性や生き
方の違いを大切にして、すべての人の人権が尊重される豊かな社会をつくりましょう。
　人権週間において、開催される主な行事は下記のとおりです。

◆特設人権相談
日　　時　平成28年12月８日（木）　10時～ 15時
場　　所　中央公民館　控室　　　　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０３（住民課直通）内線（１５０９）
　　　　　地域資源総合開発センター　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６３（住民室直通）内線（２５０４）
※紀美野町には、東芝學委員（小畑）・上段順弘委員（蓑垣内）・中前和子委員（安井）・南條俊樹委員（毛

原宮）・川嶋早苗委員（下佐々）・村畠康秀委員（奥佐々）の６名の人権擁護委員がおります。
※人権擁護委員が無料で相談をお受けし、秘密は厳守されます。電話でもお受けいたしますので、お気軽

にご相談ください。

◆人権のつどい
開 催 日　平成28年12月４日（日）
場　　所　有田川町　きびドーム　（有田川町大字下津野２０２１番地　℡ ０７３７ ‐ ５２ ‐ ８００２）
内　　容　・第１部（13時～ 13時30分）
　　　　　　　有田川町立吉備中学生音楽部による合唱
　　　　　・第２部（13時40分～ 14時50分）
　　　　　　　「第36回全国中学生人権作文コンテスト」和歌山県大会表彰式と作文朗読
　　　　　・第３部（15時～ 16時）
　　　　　　　人権講演会「過去を変えずに未来を変えろ！」
　　　　　　　講師：在日３世の世界的パフォーマーちゃんへん

　定　　員　３００名（入場無料）
　参加方法　事前申し込み（当日参加も可）
　申し込み　有田振興局総務県民課　℡ ０７３７ ‐ ６４ ‐ １２５７
　そ の 他　・一時保育あり（事前申し込み要）・手話通訳、要約筆記あり・駐車場は会場近辺にあり

和歌山県内では11月１日～来年3月15日が狩猟期間となっております。
ヒヨドリ他26種類の鳥類、イノシシ他18種類の獣類が対象となります。
県内で猟犬による事故、町内ではペットへの被害が発生しました。

狩猟される方へ　周囲や近隣の宅地への安全対策等は十分施し、適正な狩猟をしてください。
住民の皆様へ　山林付近で活動される場合は、事故防止のために目立つ服装を着用し、ラジオを携帯

するなど事故防止の対策を行いましょう。
紀美野町産業課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０１

ただ今、猟期中です。ご注意やお願い



2016.125

　

11
月
３
日
、
第
11
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り

が
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広

場
）
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
町
内
の
保
育
園
児

や
小
学
生
、
保
護
者
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
「
子
ど
も
た
ち
に
創
り
出
す
喜
び
と

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
「
も

ち
つ
き
」「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」「
ひ
こ
う
き
」

「
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
子
ど
も
達

が
真
剣
な
表
情
で
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た

遊
び
の
広
場
で
は
、
ミ
ニ
列
車
に
乗
っ
た
り
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
楽
し
ん
だ
り
、
生

き
生
き
と
し
た
表
情
で
仲
間
と
過
ご
し
ま
し

た
。

　

10
月
16
日
、
町
民
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

が
提
唱
し
、
毎
年
５
月
と
10
月
の
第
３
日
曜
日

に
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当

日
は
各
地
域
で
早
朝
よ
り
多
く
の
方
々
が
道
路

脇
や
側
溝
の
清
掃
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み
や
空
き

缶
な
ど
を
拾
い
集
め
、
大
変
き
れ
い
に
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
美
し
い

ま
ち
を
め
ざ
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
サ
ロ
ン
で
は
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に

つ
ど
い
交
流
を
す
る
中
で
、
仲
間
づ
く
り
や
体

力
づ
く
り
、
趣
味
を
い
か
し
た
生
き
が
い
づ
く

り
を
共
有
し
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
見
守
り

活
動
を
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、吉
野
ハ
ッ
ピ
ー

サ
ロ
ン
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

吉
野
児
童
館
に
て
10
月
28
日
、
紀
美
野
町
に

お
住
ま
い
の
森
下
富
夫
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、
薬
草
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
普
段
は
雑
草
と
し
て
悩
ま
さ
れ
て
い
る

草
の
中
に
は
、
薬
に
な
る
も
の
が
あ
る
と
教
え

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
興
味
津
々
に
お
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

＊
あ
な
た
も
サ
ロ
ン
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
＊

　

紀
美
野
町
で
は
、「
地
域
の
つ
な
が
り
を
よ

り
深
め
た
い
」「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
い
」

な
ど
皆
様
の
思
い
を
こ
れ
か
ら
も
支
え
て
い
き

ま
す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
役
場
保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

10
月
13
日
、
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
第

22
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、
96
人

の
方
々
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
秋
晴
れ

の
も
と
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
日
に
は
町

営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で

第
21
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

が
開
か
れ
、
14
チ
ー
ム

が
参
加
さ
れ
楽
し
み
ま

し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
は
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
た
め
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を

仲
間
が
い
っ
ぱ
い
！　

遊
び
が
い
っ
ぱ
い
！ 

第
11
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
・

ペ
タ
ン
ク
大
会
　
開
か
れ
る
‼

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

主
催

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

テ
ン
ト
を
整
備
し
ま
し
た

（
平
成
28
年
度
活
用
報
告
）

クリスマスリースを作る子どもたち

吉野ハッピーサロン
薬草の講話の様子

購入したテント

活
用
し
、
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

使
用
す
る
テ
ン
ト
20
張
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
よ
り
一
層
の

充
実
と
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

★
サ
ロ
ン
だ
よ
り

　
吉
野
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ロ
ン

ま
ち
を
き
れ
い
に
！

　
町
民
一
斉
清
掃
を
実
施

ペタンク大会の結果
優　勝　有ノ木Ａチーム
準優勝　有ノ木Ｄチーム
３　位　有ノ木Ｃチーム
４　位　小川Ａチーム
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　「嚥下」とは食物や水分を「飲み込むこと」を指します。
　「嚥下」には様々な口や喉の動きが影響しますが、高齢者は嚥下機
能が低下・唾液の減少などの加齢に伴う症状のほか、歯が抜けていて
噛みづらくなっていることで、食べ物による窒息や本来食物が入るこ
とのない気管や肺に誤って入ってしまう（＝誤嚥）がおきやすくなり
ます。

　これらを防ぐためには、食事前に口や舌を動かす
体操が効果的です。
パタカラの発声練習

「パ」＝唇に力を入れる
「タ」＝舌の先に力を入れる
「カ」＝舌の奥に力を入れる
「ラ」＝舌の先をしっかりあげる

＊「パ」「タ」「カ」「ラ」それぞれ一文字ずつを繰り返して発声する。
　例：パパパパパパパパ・・・・
＊「パタカラ」という言葉を繰り返す。いずれも一文字ずつはっきり

言うのがコツです。

★こども園・保育所開放のご案内
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園：12 月 12 日（月）・26 日（月）　 ９時～ 12 時　　　 ℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　○神野保育所　　：12 月 7 日（水）・21 日（水）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３‐４９５‐２０４９
★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）　　 12 月 13 日（火）9 時 30 分～ 11 時 30 分　総合福祉センター 3F　多目的ホール
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　　12 月 20 日（火）9 時 30 分～ 11 時　　　 子育て支援センター
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（きみのこども園内）まで申込みよろしくお願いします。
　　℡ ０７３‐４８９‐２１４４
★子育て支援センター・文化センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　（きみのこども園内）　 12 月 12 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・栄養士による栄養相談
　○文 化 セ ン タ ー：毎月第２・４週の木曜日（祝日は休み）　（9 時 30 分～ 11 時 30 分）℡ ０７３‐４９５‐９０５５
　　　　　　　　　　　 12 月 22 日（木）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。
　　お気軽にお越しいただくか、お電話にてお問い合わせください。    ℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

健康相談のお知らせ（12月の日程）

●保健福祉・介護などの総合相談窓口
　地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕平日（８時 30 分～ 17 時 15 分） ℡ 073‐489‐9960
　　　　 休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡ 073‐489‐2430

〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　7日、14 日、21 日、28 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今
後のよりよい生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、お気
軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

保健・福祉だより
平成28年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

嚥下（えんげ）機能衰えていませんか？
（介護予防）

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

12 月 12 日（月）
12 月 26 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受
け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精
神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

12 月 14 日（水）
12 月 28 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行
います。（予約制）

12 月 12 日（月）
12 月 26 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は約２
週間後）にお知らせします。（予約制） 12 月 26 日（月）　17 時～ 19 時
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　町では、現在推進している老人福祉計画・第６期介護保険事業計画（平成27年度から29年度）が来年度で終了
することに伴い、平成30年度から32年度までの３年間について、新たに計画を策定します。そのため、今年度に
計画の基礎資料としてアンケートを実施し、地域ごとの高齢者の課題やニーズを把握・分析します。今後の町の
高齢者福祉・介護保険サービス充実のため大切な調査ですのでご協力をお願いします。

■調 査 対 象 者　65歳以上で紀美野町に住所を有する者（要介護認定を受けている者を除きます）
■調査票配布時期　平成29年１月
■調　査　方　法　対象者に調査票を郵送します。記入の上、返信用封筒に入れ、切手をはらずに返送してくだ

さい。
■そ　　の　　他　アンケートには、生活機能の状態を把握する「基本チェックリスト」の項目があります。後

日、個々の調査結果を基に、個人アドバイス票を作成しご提供させていただきますので、今
後の健康管理や介護予防に役立てていただきたいと思います。

■問 い 合 わ せ　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

老人福祉計画・第７期介護保険事業計画の策定に伴う
「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の実施について

　後期高齢者健康診査を受診された方に対し、当町では自己負担費（600円）を助成いたします。
★海南市、紀美野町で受診される場合は無料となります。
★海南市、紀美野町以外で受診される場合は、医療機関の窓口で立替払いをしていただき、紀美野町役場保健福

祉課で払い戻しの手続きをして下さい。（郵送可）

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

◆払い戻しに必要なもの（海南市、紀美野町以外で受診される場合）
　①申請書（振込口座番号、押印が必要）
　②医療機関発行の領収書原本（健診を受けた方の氏名、受診年月日、領収金額、領収印、医療機関名が明記

されているものでレシートは不可です。）
◆払い戻し申請は平成29年３月31日までに行って下さい。
　ただし、健診後６か月以内のものに限ります。

後期高齢者医療健康診査自己負担費（600円）助成のお知らせ

後期高齢者の皆様へ　健康診査のお知らせ
　健康診査は受けられましたか？健康診査は平成29年２月末日まで受けることができます。
　受診券をお持ちの方で、まだ健康診査を受けていない方は、この機会に是非ご自身の健康状態をチェックしま
しょう。

医科健康診査　■対 象 者　75歳以上の方、65歳以上75歳未満で一定の障害認定を受けられた方
　　　　　　　■検査項目　問診、計測、診察、脂質、肝機能、尿、腎機能、代謝系
　　　　　　　■実施場所　受診券と同封している実施医療機関一覧に記載されている医療機関
　　　　　　　■費　　用　600円

歯科健康診査　※対象の方には５月末に受診券等を発送しています。
　　　　　　　■対 象 者　平成28年３月末で75歳、80歳、85歳の方と90歳以上の方
　　　　　　　■検査項目　問診、口腔内検査、口腔機能検査
　　　　　　　■実施場所　受診券と同封している実施医療機関一覧に記載されている医療機関
　　　　　　　■費　　用　無料

受診券等の紛失やご不明な点があれば、下記までお問合せください。

■問い合わせ
　和歌山県後期高齢者医療広域連合　℡ ０７３‐４２８‐６６８８
　〒640‐8137　和歌山市吹上２丁目１番22号



2016.12 8

お
知
ら
せ
・
募
集

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご

自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
、
わ
か

ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び
被

共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続
き
（
共

済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範
囲

に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
部
又
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
、
国
民
の
間
に

広
く
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
、
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
12

月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
を
「
障
害
者
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

紀
美
野
町
に
は
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
人
が
約
８
５
０
人
い
ま
す
。
同
じ

障
害
で
も
大
変
さ
や
困
っ
て
い
る
こ
と
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
ま
た
、
障
害
が
重
複
し
て

い
る
場
合
や
外
見
で
は
分
か
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
障
害

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
人
格
と
個
性
を

　

変
圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
、
家
庭
用
を
除
く

照
明
用
安
定
器
な
ど
の
電
気
機
器
は
有
害
な

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
を
含
ん

で
お
り
、処
理
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
等
の

有
無
を
再
点
検
の
上
、
期
限
内
の
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
：
平
成
33
年
３
月
末
ま
で

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
：
平
成
39
年
３
月
末
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
庁
循
環
型
社
会
推
進
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
６
９
２

　

和
歌
山
県
立
海
南
保
健
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
６
０
０

　

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場
合
、
１
か

月
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対
象
に

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知

ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改

善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
替
え
を
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
又
は
薬
剤
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
通
話
無
料
）

　

℡ 

０
１
２
０
‐
５
３
‐
０
０
０
６

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

和
歌
山
市
吹
上
２
丁
目
１
番
22
号

　
　

日
赤
会
館
９
階

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
の
期
限
内

処
理
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

個人番号カード交付の臨時専用窓口の開設について
　個人番号カード交付通知書（郵便はがき）が届いた方で、平日、個人番号カードを受取ることが出来ない方は、ご予約の上、休日に
受取ることができます。希望される方は、下記によりご予約ください。また、受取り当日は、通知書に記載しております書類等をご持
参のうえ、交付場所（通知書の剥離シールをはがして、ご確認ください。）をお間違えのないよう、申請者本人が受取りにお越しくだ
さい（※）。
　なお、個人番号カード受取りにかかる時間は、１人15分程度となりますので、１時間に４人から５人の予約人数となります。
※病気や身体の障がい等、やむを得ない理由により本人が来庁できない場合は、代理人の方が受取ることができます。詳細については、

下記までお問い合わせください。
■受取希望日時　平成28年12月24日（土）・25日（日）　８時30分～ 11時30分
■予 約 期 間　平成28年12月１日（木）～16日（金）（土・日を除く。）　８時30分～ 17時15分
■予 約 方 法　電話にて下記へお申し込みください。
■問い合わせ・申し込み　□交付場所が紀美野町役場の方　　　　　住民課戸籍住民係　℡　０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９２０
　　　　　　　　　　　　□交付場所が紀美野町役場美里支所の方　住民室戸籍住民係　℡　０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６３

■問い合わせ
　独立行政法人勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業本部
　〒170‐8055　
　東京都豊島区東池袋1‐24‐1
　ニッセイ池袋ビル
　℡ ０３‐６７３１‐２８８７
　Fax ０３‐６７３１‐２８９０
・詳しくは HP でもご案内しております。
　http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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前
納
に
よ
り
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合
は
、
以
下
の
方
法
の
い
ず
れ
か
１
つ

を
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑴
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除
（
２
年
分
を
ま

と
め
て
申
告
す
る
場
合
）

⑵
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
を
各
年

に
控
除
（
３
年
分
に
分
け
て
申
告
す
る
場

合
）

こ
れ
ま
で
は
、
⑵
の
場
合
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
額
内
訳
明
細

書
」
を
申
告
者
ご
自
身
で
作
成
の
上
、
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

と
と
も
に
申
告
先
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
平
成
28
年
分
か
ら
各
年
に
分
割
し

た
証
明
額
を
記
載
し
た
様
式
に
変
更
し
ま
し

た
の
で
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
額
内
訳
明
細
書
」
の
作
成
は
不
要

と
な
り
ま
す
。
各
年
に
分
割
し
た
控
除
証
明

書
の
み
を
申
告
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

自
身
で
伐
採
し
た
竹
を
使
っ
て
、
正
月
飾

り
を
作
り
ま
す
。
専
門
の
指
導
員
さ
ん
が
い

る
の
で
安
心
で
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
竹
に
親
し
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

　

竹
の
伐
採
・
竹
正
月
飾
り
作
り

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　

西
野
集
会
所

　
　
　
　
（
紀
美
野
町
西
野
６
９
１
番
地
）

■
参
加
費　

２
０
０
円
（
当
日
集
金
）

■
持
ち
物

　

帽
子
、
作
業
用
手
袋
、
水
筒
、
弁
当

■
申
込
締
切　

12
月
４
日
（
日
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

未
来
に
つ
な
ぐ
虹
の
会
（
赤
阪
）

　

℡ 

０
９
０
‐
１
０
２
８
‐
３
５
９
０

■
募
集
職
種　

介
護
士

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

介
護
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
者
又
は
平
成

28
年
度
中
に
介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
す

る
見
込
み
の
者

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
の

規
定
に
該
当
す
る
人
及
び
日
本
国
籍
を
有

し
な
い
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

※
資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
み
ま
す
が
、

資
格
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
採

用
資
格
を
失
い
ま
す
。

■
申
込
期
間
及
び
申
込
方
法

　

12
月
１
日
（
木
）
～
20
日
（
火
）

　

９
時
30
分
～
18
時
30
分（
土
日
祝
を
含
む
）

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、
資
格
証
の
写
し

を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
下
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

郵
送（
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
と
す
る
こ
と
）

の
場
合
は
、12
月
20
日
ま
で
の
消
印
有
効
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
込
者
に
後
日

連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
28
年
12
月
９
日
（
金
）
15
時
～
20
時

　

平
成
28
年
12
月
10
日
（
土
）
10
時
～
15
時

　

※
予
約
不
要
・
個
別
説
明
会

自
衛
官
募
集
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
に
は

事
前
の
届
け
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た

方
の
平
成
28
年
に
お
け
る
社
会
保
険

料
控
除
に
つ
い
て

手
作
り
飾
り
で

　

新
年
を
迎
え
よ
う
♪

竹
正
月
飾
り
作
り

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
す
ら
ぎ
園
正
職
員
募
集

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
に
は
、
森

林
法
の
規
定
に
よ
り
伐
採
届
や
伐
採
の
許
可

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
無
届
や
無
許

可
に
よ
り
立
木
を
伐
採
し
た
と
き
に
は
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

１
０
，０
０
０
㎡
を
超
え
る
面
積
の
森
林
を

開
発
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
県
知
事
の

許
可
が
必
要
で
す
。

■
届
出
な
ど
の
時
期

　

○
普
通
林
の
場
合

　
　

・
伐
採
す
る
90
～
30
日
前
ま
で
に
届
出

が
必
要

　

○
保
安
林
の
場
合

　
　

・
間
伐
及
び
人
工
林
で
の
択
伐
は
、
伐

採
す
る
90
～
20
日
前
ま
で
に
届
出
が

必
要

　
　

・
天
然
林
で
の
択
伐
は
、
伐
採
す
る
30

日
前
ま
で
に
県
へ
の
許
可
申
請
が
必

要

　
　

・
皆
伐
は
、
伐
採
面
積
の
限
度
公
表
日

か
ら
30
日
以
内
に
県
へ
の
許
可
申
請

が
必
要

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

■
場
所　

海
南
市
民
会
館

■
内
容

　

募
集
種
目
・
採
用
試
験
等

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
有
田
募
集
案
内
所

　
　

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
番
地
２

　
　

℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

■
問
い
合
わ
せ

　

海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園

　

事
務
局

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

海
草
郡
紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１
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天
文
台
イ
ベ
ン
ト 

限
定
企
画

「
天
の
川
が
見
え
る
本
格
カ
フ
ェ
」

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

コ
ン
サ
ー
ト

志
賀
野
地
区
公
民
館

作
品
展
示
会

第
40
回
町
民
大
学
講
座
・
紀
美
野
町
人
権
研
修
会

　
　
「
命
の
授
業
」

第
11
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

講
師
　
ゴ
ル
ゴ
　
松
本 

氏

■
日
時

　

12
月
23
日
（
金
）

　
　

18
時
30
分
～
22
時

　

12
月
24
日
（
土
）

　
　

17
時
～
22
時

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加　

カ
フ
ェ
及
び
観
望
会
は
事

前
申
込
不
要
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
先

着
順
で
参
加
費
１
，０
０
０
円
が

必
要
（
高
校
生
以
下
無
料
、
電
話

予
約
可
）

■
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
月
24
日
（
土
）
18
時
15
分
～

　

中
川
美
保
さ
ん（
サ
ッ
ク
ス
奏
者
）

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
。

■
観
望
会　

各
日
２
回
開
催

　

19
時
30
分
～
、
20
時
30
分
～

■
概
要　
「
天
の
川
」
が
肉
眼
で
見

え
る
日
に
、
天
文
台
の
観
望
会
が

本
格
的
な
カ
フ
ェ
付
き
に
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
し
ま
す
。

■
備
考　

悪
天
候
の
際
、
カ
フ
ェ
は

実
施
し
ま
せ
ん
。
当
日
15
時
に

天
候
判
断
し
、
み
さ
と
天
文
台

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
フ
ェ
の
実

施
・
中
止
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

観
望
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
天
候

に
関
わ
ら
ず
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

■
日
時　

平
成
29
年
１
月
19
日（
木
）

　
　
　
　

18
時
～

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

※
12
月
14
日
（
水
）
よ
り
整
理
券
を

配
布
し
ま
す
。

■
整
理
券
配
布
場
所

　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野
地

区
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
美

里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張

所

　
（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

■
内
容

　

平
成
23
年
か
ら
少
年
院
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
演
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。「
命
」
な
ど
漢
字
を
体
で
表

現
す
る
ギ
ャ
グ
で
お
な
じ
み
の

ゴ
ル
ゴ
松
本
氏
が
漢
字
・
歴
史

の
話
な
ど
笑
い
を
交
え
な
が
ら
、

「
命
」「
言
葉
」「
人
生
」「
日
本
人
」

を
テ
ー
マ
に
魂
の
こ
も
っ
た
熱

い
授
業
を
展
開
し
ま
す
。

※
「
通
行
止
め
」「
ご
声
援
」
の

お
願
い

　

今
大
会
は
、
１
，０
０
０
名
以

上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
全
国
各
地
か
ら

参
加
す
る
た
め
、
当
日
会
場
周
辺

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
通
行
止
め

及
び
交
通
安
全
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（
地
図
参
照
）

　

ま
た
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご

声
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時

　

２
月
４
日
（
土
）

　
　

10
時
～
17
時

　

２
月
５
日
（
日
）

　
　

10
時
～
16
時

■
場
所　

志
賀
野
地
区
公
民
館

※
詳
し
く
は
、
１
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
18
日
（
日
）
９
時
～
12
時

■
場
所　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

■通行止め（10時30分～12時30分）
町道志賀野・井ノ口線

（五色台聖苑前～のかみふれあい　
公園～ドーシェル（パン屋さん手前）
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■
中
央
公
民
館

　

７
日　

干
し
柿
つ
く
り

　

14
日　

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り

　

21
日　

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
し

よ
う

　

28
日　

お
休
み

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

７
日　

お
は
な
し
会

　

14
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

　

21
日　

な
わ
と
び
を
し
よ
う

　

28
日　

お
休
み

　

早
い
も
の
で
今
年
も
最
後
の
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
12
月
は

ク
リ
ス
マ
ス
会
と
し
て
、
き
み
の

児
童
合
唱
団
の
子
ど
も
達
と
き
み

の
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
達
や
お
母

さ
ん
達
、
紀
美
野
町
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
児
童
合
唱
団
の
歌
を
歌

い
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
当
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま

す
。

　

寒
い
日
は
、
お
家
で
ク
リ
ス
マ

ス
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
絵
本
を
読

ん
だ
り
と
い
う
過
ご
し
方
も
い
か

が
で
す
か
？
合
唱
の
歌
声
を
お
う

ち
で
思
い
出
し
て
、
ち
ょ
っ
と
お

し
ゃ
れ
で
お
手
軽
な
非
日
常
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
ほ
ん
の

森
も
主
催
者
一
同
も
う
れ
し
い
か

ぎ
り
で
す
。

■
場
所　

き
み
の
こ
ど
も
園

■
日
時　

12
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
15
分

■
内
容

　

①
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
（
10
時
～
）

　
　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

②
合
唱
（
10
時
30
分
～
）

　
　

き
み
の
児
童
合
唱
団

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
ん
の
森　

谷
口

　
℡
０
９
０
‐
８
９
３
７
‐
１
４
０
２

■
展
示
期
間

　

平
成
29
年
２
月
17
日
ま
で

■
展
示
場
所

　

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・

役
場
本
庁
・
美
里
支
所

　
（
敬
称
略
）

【
き
み
の
こ
ど
も
園
】

　

こ
も
り
ひ
こ
は
・
ま
ち
だ
こ
う

せ
い
・
ふ
じ
い
る
い
と
・
あ
か

さ
か
り
ん
・
と
よ
し
ま
る
か
・

き
の
し
た
は
る
か
・
て
ら
も
と

そ
う
だ
い
・
た
ぶ
ち
ゆ
う
き
・

し
ん
た
に
り
ゅ
う
と
・
ま
る
た

に
こ
う
す
け

【
神
野
保
育
所
】

　

ま
え
な
か
た
い
き
・
な
か
べ
や

り
ゅ
う
せ
い
・
は
ざ
ま
た
か
や
・

ど
い
ひ
か
る

【
野
上
小
学
校
】

　

吉
本
春
輝
・
穗
谷
知
範
・
妙
瀬

田
希
・
田
渕
悠
乃
・
藤
井
志
帆
・

西
田
遼
汰
・
坂
本
直
・
中
西
史

弥
・
平
岩
笑
花
・
松
尾
寛
大
・

堀
優
月
・
服
部
生
蕗
・
幡
司
め

い
・
林
花
辺
瑠

【
小
川
小
学
校
】

　
新
谷
圭
太
・
東
柚
友
・
小
川
叶

馬
・
北
本
拓
真
・
小
川
巧
貴
・

西
隂
地
輝
幸

【
下
神
野
小
学
校
】

　

徳
田
有
梨
衣
・
硲
光
弥
・
中
部

屋
敬
大
・
上
中
佑
伊
登
・
西
田

朋
生
・
木
野
太
陽

【
毛
原
小
学
校
】

　

森
下
空
弥
・
大
高
明
伸
・
坪
井

捺
希

【
野
上
中
学
校
】

　

上
田
幸
哉
・
黒
﨑
剛
士
・
千
野

太
雅
・
吉
見
侑
輔
・
和
久
谷
瑠

風
・
兼
本
順
子
・
西
浦
悠
乃
・

松
本
彩
香
・
井
上
京
介
・
上
芝

宥
輝
・
常
田
拓
志
・
樋
瀬
翔
希
・

今
出
観
友
・
岩
橋
礼
佳
・
中
西

紅
羽

【
美
里
中
学
校
】

　

東
芝
菖
・
折
口
雄
紀
・
長
野
留

羽
那

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

ほ
ん
の
森
イ
ベ
ン
ト

児
童
合
唱
団
と
ク
リ
ス
マ
ス
会
！

き
み
の
こ
ど
も
園
で

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
!?

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

大
竹
慎
星　
（
野
小
１
年
）

　

山
川
芽
生　
（
野
小
１
年
）

　

井
谷
梓
葉　
（
下
小
２
年
）

　

芝
滝
大
裕　
（
下
小
４
年
）

【
２
０
０
冊
】

　

東
萌
恵
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　

新
谷
有
未
（
野
小
３
年
）

【
３
０
０
冊
】

　

田
中
猛
寅　
（
下
小
２
年
）

【
４
０
０
冊
】

　

向
江
望　
　
（
野
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
氷
の
轍
」　　
　

桜
木
柴
乃
・
著

「
白
衣
の
嘘
」　　

長
岡
弘
樹
・
著

「
家
事
を
ラ
ク
に
す
る
収
納
」

　
　
　
　
　
　

梶
ヶ
谷
陽
子
・
著

「
え
だ
ま
め
き
ょ
う
だ
い
」

　
　
　
　
　
　
　

苅
田
澄
子
・
文

「
み
つ
け
て
ん
」

　
　

ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ッ
セ
ン
・
作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
炎
罪
」　　
　
　
　

鏑
木
蓮
・
著

「
総
選
挙
ホ
テ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

桂
望
実
・
著

「
若
様
と
ロ
マ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中
恵
・
著

「
お
し
い
れ
電
車
」

　
　
　
　
　
　
　

最
上
一
平
・
作

「
う
ど
ん
対
ラ
ー
メ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　

田
中
六
大
・
作

児
童
生
徒
絵
画
展
示

　
　

き
み
の
絵
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
‼

　

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
11
月
号
13
頁

の
歌
の
小
道
に
お
い
て
、
６
首
目

の
作
者
名
が
「
横
山
圭
子
」
さ
ん

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
横
出

圭
子
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
７
首
目
の
「
曽
孫
」
の

ふ
り
が
な
が「
そ
う
そ
ん
」と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、「
ひ
ま
ご
」
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び
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　紀美野町文化協会は、写真・俳句・
茶道・木彫り・短歌・大正琴・歌謡・
詩吟・アートフラワー・舞踊・将棋・
囲碁・洋画・ちぎり絵・陶芸の20団体
264名のメンバーで、文化団体の交流・
郷土文化の向上発展・明るい町づくり
を目的に活動しています。
　春には「文化協会展・ふれあいステー
ジ」を日頃の成果を発表する場として
会員相互の協力と連携のもと盛大に開
催、また会員研修（博物館・美術館見
学等）、文化祭への参加、海草・有田
地方文化協会の芸能・文化交流会など、
各部の事業以外にもさまざまな活動を
しています。
　11月7日には「姫路城」へ会員研修に
行ってきました。
　新規サークル加入も募集しています。
　活動に興味のある方は、お電話くだ
さい‼
■問い合わせ
　生涯学習室
　（中央公民館内）

─ わが町サークル ─
「紀美野町文化協会」

10
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
文
化

セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館
に
て
文

化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
部
門
で
は
、
保
育
園
児
の

か
わ
い
い
作
品
か
ら
大
人
の
方
々

の
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
ま
た
今

年
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
や
各

サ
ー
ク
ル
の
作
品
作
り
等
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

発
表
部
門
で
は
、
児
童
生
徒
に

よ
る
合
唱
や
ダ
ン
ス
と
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
大
人
の

方
々
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
１
年

か
け
て
取
り
組
ま
れ
た
演
技
や
演

奏
が
披
露
さ
れ
大
変
好
評
で
し

た
。
大
人
も
子
ど
も
も
皆
さ
ん
イ

キ
イ
キ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
19
日
、
20
日
の
２

　

11
月
３
日（
木
）６
日（
日
）ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
て
、
兵
庫
県
・
大
阪
府

等
県
内
外
よ
り
高
・
低
学
年
24

チ
ー
ム
を
招
き
、
交
流
と
親
睦
を

深
め
る
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
高
学
年
部
で

紀
美
野
町
長
杯
３
位
、
低
学
年
部

で
教
育
長
杯
準
優
勝
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

日
間
、
小
川
地
区
公
民
館
に
て
作

品
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生

け
花
や
陶
芸
等
の
作
品
展
示
や
、

料
理
教
室
・
人
形
劇
・
ナ
ツ
メ
ロ
な

ど
も
あ
り
、
地
区
の
皆
さ
ん
で
盛

り
上
げ
た
作
品
展
示
会
、
た
く
さ

ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

（
自
然
編
）

そ
の
百
二
十
四

カ
ワ
ガ
ラ
ス

　

川
辺
で
、「
チ
チ
ー
ジ
ョ
イ
ジ
ョ
イ
」

ま
た
は
「
ヴ
ィ
ッ
」
と
か
「
ピ
ィ
ッ
」

と
か
鳴
き
な
が
ら
川
の
中
に
も
ぐ
り
、

上
手
に
餌
を
と
る
全
長
20
㎝
ぐ
ら
い

で
、
体
の
大
き
さ
に
比
べ
て
翼
が
か

な
り
短
い
黒
っ
ぽ
い
鳥
が
い
ま
す
。
そ

う
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
で
す
。
準
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
鳥
で
す
。
こ
の

鳥
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
美
里
の
自
然
」

で
前
田
亥
津
二
先
生
が
書
か
れ
て
い

ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

い
つ
も
渓
流
の
そ
ば
に
い
る
黒
っ

ぽ
い
鳥
な
の
で
、
川
の
カ
ラ
ス
と
い
う

意
味
の
名
が
付
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

で
も
カ
ラ
ス
の
仲
間
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
鳥
は
、
急
流
に
潜
っ
て
は
、
水

底
の
岩
に
つ
か
ま
っ
て
歩
き
回
り
、
石

こ
ろ
の
間
に
棲
む
水
生
昆
虫
を
食
べ

ま
す
。

　

ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
・
ヘ
ビ
ト

ン
ボ
・
カ
ゲ
ロ
ウ
類
・
カ
ワ
ゲ
ラ
類
な

ど
、
水
の
き
れ
い
な
川
の
指
標
種
と
さ

れ
る
幼
虫
が
主
食
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
虫
を
捕
食
す

る
カ
ワ
ガ
ラ
ス
も
、
す
な
わ
ち
清
流
を

標
徴
す
る
鳥
と
言
え
る
は
ず
で
す
。

　

幸
い
、
貴
志
川
に
は
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス

が
棲
ん
で
い
ま
す
。

貴
志
川
は
き
れ
い
な
の
で
す
。
こ
の

き
れ
い
な
水
を
い
つ
ま
で
も
下
流
の
町

の
人
々
に
送
り
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
の

幼
虫
（
瀬
虫
）
や
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
の
幼
虫

（
川
む
か
で
）
な
ど
は
、
真
冬
か
ら
早

春
の
こ
ろ
に
、
大
き
く
肥
え
太
っ
た
も

の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
終
齢
幼
虫
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
の
上
、
こ
の
こ
ろ
は
、
川
の
水
量

が
少
な
く
て
安
定
し
て
い
る
の
で
、
カ

ワ
ガ
ラ
ス
に
と
っ
て
は
、
一
年
じ
ゅ
う

で
一
番
栄
養
を
取
り
や
す
い
季
節
な

の
で
す
。

　

カ
ワ
ガ
ラ
ス
た
ち
は
、
こ
の
食
糧
事

情
の
よ
い
季
節
を
繁
殖
期
に
選
び
ま

し
た
。
一
月
ご
ろ
か
ら
巣
作
り
を
始
め

る
も
の
も
い
て
、
寒
い
季
節
に
雛
を
育

て
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
不
意
の
寒
波
に
も
雛
が

凍
え
な
い
よ
う
に
、
そ
の
巣
は
、
暖
か

い
苔
で
覆
わ
れ
た
大
き
な
ド
ー
ム
型

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ワ
ガ
ラ
ス
に
と
っ
て
、
迷
惑
な
の

は
、
ヒ
ト
と
い
う
名
の
哺
乳
動
物
で

す
。
水
泳
・
釣
り
・
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を

す
る
ヒ
ト
に
は
、
生
活
は
圧
迫
さ
れ
ど

お
し
。

　

そ
れ
に
、
な
ぜ
か
子
育
て
の
季
節
に

な
る
と
、
護
岸
だ
と
か
砂
防
ダ
ム
な
ど

の
工
事
が
多
く
な
っ
て
、
巣
作
り
の
場

所
を
追
わ
れ
ま
す
。

　

工
事
現
場
か
ら
濁
り
水
が
流
れ
出

す
よ
う
な
場
合
は
、
下
流
何
百
メ
ー
ト

ル
に
も
わ
た
っ
て
餌
が
と
れ
な
く
な

り
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
は
棲
み
場
を
失
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
書
か
れ
た
の
は
、
平
成
12
年

で
す
か
ら
も
う
10
年
以
上
も
前
の
こ

と
に
な
り
ま
す
。
貴
志
川
も
そ
の
頃
と

は
ず
い
ぶ
ん
変
化
し
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
の

餌
と
な
る
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
の
幼
虫
な
ど

も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
町
民
全
員
で
き

れ
い
な
川
を
守
っ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

芸
術
の
秋
を
楽
し
む

第
11
回 

紀
美
野
町
文
化
祭
・
小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

第
33
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
・
野
上
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会

秋
の
囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果

【
囲
碁
の
部
】

優　

勝　

楠
山
鉄
夫 （
海
南
市
）

準
優
勝　

門
谷
和
俊 （
海
南
市
）

３　

位　

崎
山
隼 　
（
海
南
市
）

【
将
棋
の
部
】

優　

勝　

市
原
静
夫 （
海
南
市
）

準
優
勝　

唐
崎
民
夫 （
海
南
市
）

３　

位　

桑
原
秀
章
（
紀
の
川
市
）

紀美野町文化祭の作品展示

会員研修 集合写真

　

去
る
11
月
20
日
（
日
）
中
央
公

民
館
和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
26

名
・
将
棋
10
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
囲
碁
は
２
組
に
分
か
れ
、
ハ

ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
で
、
総
得
点
で

順
位
を
決
め
、
将
棋
は
総
平
手
戦

８
回
戦
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。
熱
戦
を
展
開

し
、結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

（
敬
称
略
）
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う
す
桃
の
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
の
花
の
色

　
　
　
　
　
健
気
な
ム
ク
ゲ
と
萩
の
間
あ
い
だ
に
　
　
　
　
吉
村
　
　
邦
彦

大
雨
の
ひ
と
日
の
明
け
て
空
碧
し

　
　
　
　
　
嘴は
し

太ぶ
と

か
ら
す
一
声
鳴
け
る
　
　
　
　
　
角
谷
　
と
し
み

月つ
き

光か
げ

に
蒼
き
柿
の
枝え

揺
れ
て
見
ゆ

　
　
　
　
　
一
人
居
の
窓
に
眺
め
い
る
眞ま

夜よ

　
　
　
黒
西
　
　
葉
子

バ
ツ
一
だ
っ
た
か
ら
亡
き
夫つ
ま

に
会
え
た
よ
と

　
　
　
　
　
素
直
に
お
も
え
る
今
が
う
れ
し
い
　
　
河
野
　
　
昭
子

内
村
の
「
や
っ
た
」
と
し
ま
る
両
腕
に

　
　
　
　
　
宿
り
て
隆
々
筋
肉
の
た
ま
　
　
　
　
　
上
中
前
　
澄
子

我
が
心
た
ゆ
た
う
午
後
に
眺
む
れ
ば

　
　
　
　
　
風
の
吹
く
ま
ま
揺
る
る
浮
雲
　
　
　
　
西
佐
古
　
祐
子

大
輪
を
誇
り
し
朝
顔
庭
の
辺
に

　
　
　
　
　
小
さ
く
な
り
て
鈴
虫
の
鳴
く
　
　
　
　
梶
谷
　
美
瑳
子

行
く
あ
て
の
な
け
れ
ど
朝
の
習
慣
に

　
　
　
　
　
鏡
に
向
か
い
て
う
す
く
紅
ひ
く
　
　
　
寺
岡
　
　
幸
子

秋
雨
の
降
れ
ば
亡
き
友
し
の
ば
る
る

　
　
　
　
　
金
木
犀
の
庭
に
ぬ
れ
い
て
　
　
　
　
　
中
浴
　
た
み
代

秋
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
し
家
の
中

　
　
　
　
　
金
木
犀
の
か
お
り
入
り
く
る
　
　
　
　
山
田
　
ひ
ろ
子

け
ん
け
ん
で
遊
ぼ
せ
き
れ
い
寄
つ
て
来
い
　
　
　
　
鈴
木
　
　
惇
子

か
ま
い
た
ち
押
し
問
答
の
帰
り
道
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
　
ひ
と
み

玄
関
の
セ
ン
サ
ー
感
知
鵙も
ず

高
音
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

喉
飴
を
宿
に
忘
れ
て
秋
遍
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
隆
之

啄つ
い
ばま
れ
種
を
見
せ
た
る
熟
柿
か
な
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
浩
平

稲
刈
や
夫
婦
同
時
に
腰
の
ば
し
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
　
ト
シ
子

散
紅
葉
乾
き
し
音
の
吹
き
溜
り
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
和
代

鬼
の
子
の
風
の
意
の
ま
ま
揺
れ
ゐ
た
り
　
　
　
　
　
今
野
　
　
昭
子

鶺せ
き

鴒れ
い

の
我
関
せ
ず
と
尾
を
振
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
　
　
利
子

鹿
の
声
工
事
車
輌
の
出
入
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
　
富
貴
子

歌
　
の
　
小
　
道

　「なんでもない普通の日やのに、こないにぎょう
さん人が来るん？」は、天文台に何度も来られてい
る松ケ峯在住の方の言葉です。星空の中でも、「天
の川」は上位の人気です。都会で暮らす人の中には
本物の天の川を見たことが無いという方もおられま
す。しかし紀美野町には見上げれば普通に満天の星
があり、それを求めてお客様は来台します。
紀美野町ではありふれた光景も大きな魅力なの
です。それに付加価値を付けて、ココでしか味わ
うことのできない体験を提供するのが「天の川が
見える本格カフェ」です。初回は悪天候で流れま
したが、10月29日（土）は好評のうちに終了し
ました。観望会の参加者は90名。多くの方がコー
ヒーを飲みながら、漆黒の夜空に浮かぶ天の川を
見上げたのです。
年が明けた2017年２月25日（土）、３月18日

（土）、25日（土）にも、同企画を計画しています。
町内のカフェの皆様、極上の非日常体験を一緒に
提供しません
か？協力店舗
募集中！

秋が深まる10月末。楽しみにしていた社会見学
の日です。天候も良く、秋空の下のバス遠足とな
りました。低学年は大型児童館ビックバン、中学
年はラーメン発明館、高学年はガス科学館等に出
発です。社会見学にも「めあて」があります。高
学年では、「実際に見たり、お話を聞いたりするこ
とで学習を深める。また、きまりやマナーを守り、
正しい集団行動をする」です。どの施設も身体で
体感しながら学習をします。中学年では、マイカッ
プ麺を作りました。カップには自分の好きな絵を
描け、スープや具も自分の好みでアレンジできる
のです。熱心に絵を描く児童たち。そして、自分
のカップ麺が出来上がる様子を興味津々で見てい
ます。見るだけで不思議感があり、インスタント
ラーメンづくりにもいろんな技術が使われている
ことが分かりました。これが土産となります。そ
の後、やさしい日差しの中、公園でお弁当を食べ、
よく遊んで帰校しました。どの学年も「めあて」
を達成し、楽しい１日を過ごすことができました。

天文台だより
『普通の日やのに、こないに…』

　矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『社会見学で体験&学習』

紀美野町立野上小学校

観望会の開始 40 分前からカフェには行列 3 年生　インスタントラーメン発明記念館にて



2016.12 14

10月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 20（　） 20（　）
一 般 負 傷 13（　） 13（　）
交 通 事 故 5（　） 5（　）
そ の 他 3（　） 3（　）
合 計 41（　） 41（　）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

■
講
習
内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
～
12
時　
（
３
時
間
講
習
）

■
講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無
料

■
申
込
期
限　

12
月
20
日

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改

め
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等

団
体
で
の
申
し
込
み
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
』

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
は
、
一
刻
も
早

く
火
災
な
ど
の
災
害
現
場
に
急
行
し
て
消
火
活

動
を
行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
し
、
ま
た
応
急

処
置
を
行
い
急
病
人
な
ど
を
速
や
か
に
病
院
へ

搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
防
自
動
車

等
の
円
滑
な
緊
急
走
行
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
消
防
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た
場
合
、
一
般

車
両
は
周
囲
の
状
況
を
配
慮
の
う
え
、
速
や

か
に
進
路
を
譲
る
か
、
交
差
点
を
避
け
て
車

両
を
道
路
の
左
側
に
寄
せ
て
一
時
停
止
し
て

く
だ
さ
い
。

○
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
す
る
場
合
は
、
消
防

自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

○
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す
る
こ
と

は
、法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

夜
間
等
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対
し
、
付
近
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
冬
も
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
を
使
用
す
る

機
会
が
増
え
ま
す
が
、
火
を
扱
う
上
に
危
険
物

を
燃
焼
さ
せ
る
た
め
、
誤
っ
た
使
用
方
法
が
大

き
な
災
害
に
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
火
災

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
特
に
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

必
ず
灯
油
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
揮
発
性
の
高
い
油
は
、
絶
対
に
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
給
油
時
は
必
ず
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
油
は
必
ず
消
火
し
、
火
が
消
え
た
こ
と
を

確
か
め
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
油
漏
れ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

給
油
後
は
、
給
油
口
・
口

金
を
下
に
し
て
油
漏
れ

の
な
い
こ
と
を
そ
の
場

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
良
灯
油
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

変
質
灯
油
（
持
ち
越
し
た
油
な
ど
）
や
、
不

純
灯
油
（
水
の
混
じ
っ
た
油
な
ど
）
は
、
異

常
燃
焼
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

○
燃
え
や
す
い
物
を
近
く
に

置
い
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

カ
ー
テ
ン
や
燃
え
や
す
い

物
の
近
く
、
ほ
こ
り
の
多

い
場
所
で
は
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

○
寝
る
時
や
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
消
火
し
て

く
だ
さ
い
。

　

不
完
全
燃
焼
や
異
常
燃
焼
・
火
災
の
お
そ
れ

平
成
28
年
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
11
月
９
日

～
15
日
ま
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当
消
防
署

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
11
月
９
日
に
町
内
在
住
の
中

西
耐
子
さ
ん
を
一
日
消
防
署
長
と
し
て
お
迎
え

し
、
職
員
の
士
気
の
高
揚
と
火
災
予
防
啓
発
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
自
動
車
等
の
緊
急
通
行
時
の

安
全
確
保
に
ご
協
力
を

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の
取
り
扱
い
に

ご
注
意
を
！

一
日
消
防
署
長

が
あ
り
ま
す
の
で
、
寝
る
時
や
外
出
す
る
と

き
は
必
ず
消
火
し
、
人
目
の
届
か
な
い
と
こ

ろ
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
平
成
29
年
1
月
15
日
（
日
）

一日消防署長
中
なか

西
にし

　耐
たえ

子
こ

さん
一日消防署長による街頭啓発



12月

12 月、今年も早いもので残すところあと１か月となり
ました。この時期空気も乾燥しやすく、寒さも一段ときび
しくなります。インフルエンザも流行り始める時期になり
ますので、充分気をつけて年末年始をお過ごしください。

また、18 日（日）には恒例の第 11 回紀美野ふれあいマ
ラソン大会がふれあい公園周辺で行われます。みんなで応
援しましょう。

編 集 後 記

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

2 日（金） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【11 日 ( 日 )・25 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500

7 日 ( 水 )・21 日（水）移動町長室 美里支所 住民室 495 － 3471

総務課 489 － 5912

15 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489 － 5912

美里支所 住民室 495 － 3471

18 日（日） 9:00 ～ 紀美野ふれあいマラソン大会 ふれあい公園周辺 生涯学習室 489 － 5915

28 日（水） 役場仕事納め

2016.1215

紀美野町の人口
総人口……	9,400人（−24）
　男　……	4,361人（−13）
　女　……	5,039人（−11）
世帯数……	4,395世帯（−2）

（平成28年10月末現在）　　

　紀美野町面積128.34km2

前月比

　平成28年度の合併浄化槽設置補助金について、予定基数に若干の余裕がありますので募集期間を延長
します。対象となるのは専用住宅及び小規模な店舗等との併用住宅（基準有り）について合併浄化槽の
設置を予定されている方で、町要綱に準じて施工し、平成29年３月末までに必ず設置工事を完了できる
方に限ります。

【応募締切】　２月17日（金）※先着順とし、予算がなくなり次第終了します。

【そ の 他】　・この事業は国の補助金を受けて行う事業ですので交付金内示日以前に着工した浄化槽工
事については補助対象になりません。

　　　　　　・補助金額については、変動する場合があります。

その他不明な点及び詳細については、下記までお問い合わせ下さい。

■問い合わせ　建設課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０４

※H28年度より既存単独処理浄化槽の撤去を伴う工事の
場合は、撤去費用が補助（限度額90,000円）の対象に
なります。ただし、既存単独処理浄化槽を埋め戻した
場合、または撤去した浄化槽を最終処分場において処
分しなかった場合は、補助の対象となりません。

平成28年度合併浄化槽設置補助金の募集期間延長について

補助金額
５ 人 槽 332,000 円
６ ～ ７ 人 槽 414,000 円
８ 人 槽 以 上 548,000 円
撤 去 費 限 度 額 90,000 円

■閉庁・休館情報
　・役場
　　12 月 29 日（木）～　１月３日（火）
　・各公民館、　文化センター、　体育施設
　　12 月 29 日（木）～　１月３日（火）
　・天文台
　　12 月 25 日（日）～　１月４日（水）

■物品納入、工事代金等の支払い
　年内の口座振込は、12 月 26 日（月）が

最終となります。ご了承お願いします。

■年末・年始のごみ収集等については、各
戸配布をご覧ください。

年末年始の役場、
公民館等の
予定について



平成 28 年 4 月 1 日より和歌山県動物の愛護及び管理に関する条例が改正され、野良猫に対する無秩
序な餌やりが禁止されます。思いやる気持ちは大切ですが、猫は生後約６か月で生殖が可能となるため、
不妊・去勢手術を受けさせず餌をやると 1 年間で約 30 頭を超える数に増えてしまい、結果自分だけで
は手に負えなくなってしまう、というケースがあります。こうしたケースはさらに不幸な猫を増やすこ
とになってしまいます。また、飼い猫と野良猫の区別を図る為、飼い猫に飼い主の連絡先を記した首輪
や名札等の着用も義務付けられます。条例の改正に伴い、野良猫の不妊・去勢手術の助成（無料手術券）
も実施しているため、詳しいことは一度下記までご連絡下さい。

野良猫にエサを与えているだけの方々へ

犬の適正飼育のおねがい
犬を飼うときは、お住まいの市町村で、狂犬病予防法に基づき登録をし、鑑札を装着しなければなり

ません。また年に一度必ず狂犬病予防注射を接種し、注射済票も装着しなければならないなど様々な
ルールがあります。散歩の際も首輪やリードの着用はもちろん、糞尿の適切な処理を行ってください。
室内飼いの犬や猟犬の場合もお住いの地域での登録と年1回の狂犬病予防注射が必ず必要となります。

鑑札や狂犬病予防注射済票の交付は保健福祉課で行っております。

世の中には動物が嫌いな人、苦手な人も沢山います。
そのような人にも理解が得られるよう、ルールとマナーを守り、

家族の一員として責任を持って飼いましょう。

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３－４８９－９９６０

「
秋
の
里
山
ま
る
ご
と
体
験
」が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

「猫や犬」に関する苦情や相談が絶えません！
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長
谷
毛
原
地
区
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
方
に
伝
え
る
た

め
に
活
動
し
て
い
る
『
元
気
長
谷
毛
原
会
』
主
催
に
よ
る

「
第
２
回
秋
の
里
山
ま
る
ご
と
体
験
」
が
10
月
30
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
健
康
づ
く
り
講
座
）、
食
欲
の
秋
（
地
元
協
力
に
よ

る
飲
食
の
出
店
や
軽
ト
ラ
市
）、
文
化
・
芸
術
の
秋
（
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
大
集
合
、
長
谷
毛
原
歴
史
講
座
、
和
太
鼓
・

三
味
線
・
地
域
内
外
か
ら
の
バ
ン
ド
演
奏
）
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
に
５
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま

り
、
締
め
に
は
恒
例
５
斗
の
お
餅
ま
き
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
お
客
様

は
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を

胸
に
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
、「
来
年
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
」「
皆
が

集
ま
っ
て
く
る
イ
ベ
ン

ト
が
あ
っ
て
嬉
し
い
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。『
元
気
長
谷
毛
原

会
』
の
益
々
の
発
展
と

来
年
度
の
開
催
を
期
待

し
て
い
ま
す
。


